
規

則

平成™›年 月™Ÿ日 金曜日 第œŸ œ号官 報

法
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び

そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を

受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務

省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
務
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条

に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特

例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令

第
二
条
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
が
」
を
「
構
造
改
革

特
別
区
域
に
お
い
て
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四

条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
で
あ
る
外
国
人
技
能
実

習
生
受
入
れ
に
よ
る
人
材
育
成
促
進
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、」に
改
め
る
。

第
三
条
及
び
別
表
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
及

び
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則

一
e

五
〇
（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
人
事

院
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
人
事
院
規
則
）
の
一
部
改
正

に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
e

五
〇
e

一

人
事
院
規
則
一
e

五
〇
（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施

行
に
伴
う
関
係
人
事
院
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る

人
事
院
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
e

五
〇
（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
人
事
院
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
人
事
院
規

則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

第
三
条

削
除

附
則
第
四
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
人
事
院
規
則

九
e

四
〇
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）」を
付
し
、
同

条
第
一
項
中
「
旧
公
社
の
職
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、
施

行
日
」
を
「
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十

七
号
）
第
百
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の

日
本
郵
政
公
社
（
以
下
「
旧
公
社
」
と
い
う
。）の
職
員
と

し
て
在
職
し
た
後
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。）」
に
、「
改
正
後
の
規
則
」
を
「
第
十
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
九
e

四
〇
（
次
項
に
お

い
て
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第

〇
農
林
水
産
省
令
第
五
十
一
号

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
を
実
施

す
る
た
め
、
農
林
水
産
省
聴
聞
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

農
林
水
産
省
聴
聞
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

農
林
水
産
省
聴
聞
手
続
規
則
（
平
成
六
年
農
林
水
産
省

令
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
食
糧
庁
長
官
」
を
削
る
。

第
十
条
中
「
の
規
定
す
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
、

「
、
住
所
及
び
」
を
「
及
び
住
所
、」に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
住
所
及
び
」
を「
住
所
並
び
に
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
環
境
省
令
第
二
十
九
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る

法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
九
条
第
六

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野

生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

環
境
大
臣

細
野

志

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
総
理
府
令
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
ト
中
「
郵
便
局
株
式
会
社
」

を
「
日
本
郵
便
株
式
会
社
」
に
、「
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託

等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
簡
易
郵
便
局
法
」
に
、「
第
八
条

第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
再
委
託
業
務
」
を

「
委
託
業
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

二
項
中
「
日
本
郵
政
株
式
会
社
等
の
職
員
等
と
な
り
、
日

本
郵
政
株
式
会
社
等
の
職
員
等
」
を
「
日
本
郵
政
株
式
会

社
、
郵
政
民
営
化
法
第
百
七
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
る

合
併
に
よ
り
解
散
し
た
郵
便
事
業
株
式
会
社
（
附
則
第
十

三
条
に
お
い
て
「
旧
郵
便
事
業
株
式
会
社
」
と
い
う
。）若

し
く
は
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
郵
便
局
株
式
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
号
）
第
一
条
の
郵
便
局
株
式
会
社
（
附
則
第
十
三
条
に

お
い
て
「
旧
郵
便
局
株
式
会
社
」
と
い
う
。）に
使
用
さ
れ

る
者
（
役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

者
を
除
く
。）又
は
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命

保
険
管
理
機
構
に
使
用
さ
れ
る
者
（
常
時
勤
務
に
服
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。）と
な
り
、
こ
れ
ら
の
者
又

は
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常

時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。）（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
日
本
郵
政
株
式
会
社
等
の
職
員
等
」

と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
第
一
項
中
「
施
行
日
に
お
い
て
」
の
下

に
「
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附

則
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」を
、「
当
該
者
」

の
下
に「（
施
行
日
に
お
い
て
旧
郵
便
事
業
株
式
会
社
又
は

旧
郵
便
局
株
式
会
社
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
旧
郵

政
被
災
職
員
に
つ
い
て
は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
）」を
加

え
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
二
十
三
項
第
四
号
ニ
及
び

第
五
号
ニ
」
を
「
附
則
第
二
十
三
項
第
三
号
ニ
及
び
第
四

号
ニ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。人

事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
（
職
員
の

留
学
費
用
の
償
還
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規

則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
e

一
八

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
（
職
員
の
留
学
費
用
の

償
還
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二（
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
十
三

日
本
郵
便
株
式
会
社

第
四
条
中
第
五
十
四
号
を
削
り
、
第
五
十
五
号
を
第
五

十
四
号
と
し
、
第
五
十
六
号
か
ら
第
七
十
四
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。人

事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則

一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人

事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
e

三
五

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
百
三
十
一
号
及
び
第
百
三
十
二
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

百
三
十
一

削
除

百
三
十
二

日
本
郵
便
株
式
会
社（
郵
政
民
営
化
法（
平

成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
百
七
十
六
条
の
三

の
規
定
に
よ
る
合
併
に
よ
り
解
散
し
た
郵
便
事
業
株

式
会
社
及
び
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
郵
便
局
株
式
会
社
法

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
号
）
第
一
条
の
郵
便
局
株

式
会
社
を
含
む
。）

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
三

条
第
三
号
及
び
第
四
号
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
一
号
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取

締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
五
条
第
一
項
第

十
七
号
、
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
四

号
並
び
に
道
路
交
通
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）

第
五
十
一
条
の
八
第
三
項
第
二
号
ハ
の
規
定
に
基
づ
き
、

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
原

仁

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

（
警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八

年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。
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